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 黒住教 お日の出を拝み、感謝と感動の心で誠を尽くす

ふるさと・イキイキ・だより
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Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
第
八
回
世
界
大
会

副
教
主
様
が
主
要
な
お
役
を
お
つ
と
め

八
月
二
十
六
日
〜
二
十
九
日

神し
ん
　
と
う
　
ざ
ん

道
山
か
ら
の
お
知
ら
せ（
平
成
十
九
年
前
半
期
）

●まることダイヤル●
教主様・副教主様の講話・教団の活動情報が聞けます。

086-284-1111

黒住教ホームページ
教祖神・教えと実践・教団の歴史・活動・書籍など

kurozumikyo.
黒住教機関誌「日新」
1冊150円／年間12冊1800円
お申込は教会所まで。

各
国
の
宗
教
指
導
者
が
平
和
へ
の
役

割
を
探
る
世
界
宗
教
者
平
和
会
議（
Ｗ

Ｃ
Ｒ
Ｐ
）第
八
回
世
界
大
会
が
、八
月

二
十
六
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で
京
都
市

の
国
立
京
都
国
際
会
館
で
開
催
さ
れ
、

開
会
式
に
は
小
泉
純
一
郎
首
相（
当
時
）

も
出
席
し
て〝
宗
教
協
力
〞へ
の
期
待
を

述
べ
ま
し
た
。

Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
員
会
理
事
を
お
つ

と
め
の
教
主
様
は
、日
本
の
宗
教
者
を

代
表
す
る
五
名
の「
正
式
出
席
者
」の
お

一
人
と
し
て
出
席
、ま
た
大
会
実
行
委

員
と
し
て
企
画
段
階
か
ら
協
力
し
て
こ

ら
れ
た
副
教
主
様
は
、「
会
議
部
長
」と

し
て
要
職
を
つ
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
は
平
和
を
希
求
す
る
宗
教

者
に
よ
る
国
際
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組

織
で
、数
年
ご
と
に
世
界
大
会
を
開
催

し
て
き
ま
し
た
。
９・１
１
テ
ロ
の
影
響

で
七
年
ぶ
り
と
な
っ
た
今
大
会
は
、昭

和
四
十
五
年（
一
九
七
〇
）

の
初
回
大
会
開
催
の
地・

京
都
で
行
わ
れ
、六
大
陸

か
ら
百
を
超
え
る
国・地

域
の
正
式
代
表
者（
五
百

人
）を
含
む
、約
二
千
人
の

宗
教
指
導
者
が
参
加
し
ま

し
た
。

大
会
は「
紛
争
解
決
」、

「
平
和
構
築
」、「
持
続
的
開

発
」の
三
つ
の
主
要
テ
ー

マ
別
に
行
わ
れ
た「
全
体

会
議
」と
各
専
門
会
議
で

討
議
が
重
ね
ら
れ
ま
し

た
。
中
で
も
、特
に
重
視

さ
れ
た
の
が「
研
究
部
会
」

で
、「
和
解
と
癒
し
」、「
平

和
教
育
」、「
子
ど
も
と
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ

ズ
」、「
貧
困
撲
滅
」、「
環
境
」等
の
各
課

題
に
対
す
る
宗
教
者
と
し
て
の
取
り
組

み
が
具
体
的
に
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

同
時
に
、〝
宗
教
的
中
立
国
〞と
の
信
頼

を
得
る
日
本
な
ら
で
は
の
会
議
と
し

て
、紛
争
当
該
地
域
の
宗
教
者
間
に
よ

る
緊
迫
し
た
非
公
式
の
和
平
調
停
協
議

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

副
教
主
様
は
、た
だ
一
人
の
日
本
人

ラ
ポ
ー
タ
ー（
分
科
会
の
要
旨
を
公
式

報
告
と
し
て
ま
と
め
て
発
表
す
る
役
）

と
し
て「
平
和
構
築
研
究
部
会
」を
ご
担

当
。「
武
器
拡
散
、軍
縮
、安
全
保
障
作

業
部
会
」で
の
議
長
発
言
と
討
議
の
内

容
を
要
約
し
て
壇
上
か
ら
発
表
さ
れ
、

全
体
会
議
に
提
出
す
る
正
式
報
告
の
作

成
に
携
わ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
発

表・報
告・質
疑
応
答
は
す
べ
て
英
語
で

行
わ
れ
、ま
さ
に
獅
子
奮
迅
の
ご
活
躍

で
し
た
。

教
主
様
も
合
流
さ
れ
た
閉
会
式
で

「
京
都
宣
言
」が
採
択
さ
れ
て
大
会
は
終

了
し
ま
し
た
が
、そ
の
実
践
こ
そ
が
今

後
の
課
題
で
す
。

な
お
、本
大
会
に
先
立
つ
事
前
会
議
と

し
て「
青
年
世
界
大
会
」(

於 

広
島
と
京

都
、二
十
一
日
〜
二
十
五
日)

が
開
催
さ

れ
、二
十
四
日
に
は
、広
島
か
ら
京
都
に

向
か
う
各
国
の
青
年
宗
教
者
リ
ー
ダ
ー

の
一
行
約
百
五
十
名
が
、黒
住
教
本
部

神
道
山
の
大
教
殿
に
参
拝
し
ま
し
た
。

御
神
前
奉
告
式
の
斎
主
を
つ
と
め
ら

れ
た
教
主
様

は
、先
の
大

戦
で
広
島
と

長
崎
に
原
子

爆
弾
が
投
下

さ
れ
、さ
ら

に
主
要
都
市

が
焼
き
つ
く

さ
れ
て
一
般

の
多
く
の
命

が
奪
わ
れ
た

に
も
か
か
わ

ら
ず
、日
本

人
は
決
し
て

報
復
的
態

度
を
と
る
こ

と
な
く
、〝
寛

容
の
心
〞を

も
っ
て
世
界
平
和
の
実
現
に
つ
と
め
て

き
た
歩
み
を
話
さ
れ
、「
石
を
投
げ
て
来

る
者
が
あ
れ
ば
、〝
真
綿
〞で
受
け
止
め

る
先
導
者
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」と

呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、青
年
宗
教
者
の
代
表
者
が

「
広
島
宣
言
文
」を
教
主
様
に
手
渡
し
、

教
主
様
か
ら
は「
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
Ⅷ
」と
御
自

ら
刻
書
さ
れ
た
備
前
焼
の
盃
が
全
員
に

贈
ら
れ
ま
し
た
。
吉
備
舞
奉
納
の
後
、

副
教
主
様
か
ら
本
教
の
紹
介
が
あ
り
、

続
い
て
大
教
殿
前
庭
に
て
記
念
撮
影
。

参
拝
を
終
え
た
青
年
宗
教
者
た
ち
は
、

教
団
へ
の
賞
賛
と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ

て
、神
道
山
を
後
に
し
ま
し
た
。

＊
黒
住
教
本
部
の
主
な
行
事
＊

一月
一日（
月
）午
前
〇
時　
歳
旦
祭

・ 

新
年
最
初
の
御
神
前
行
事
で
す
。

　
午
前
六
時
五
十
五
分　
日
拝
式（
初
日
の
出
）

一
月
八
日（
月
）午
前
十
時　
道
づ
れ
新
春
開
運

祈
願
祭

・ 

全
国
よ
り
お
道
づ
れ
が
初
詣
に
お
参
り
さ
れ
ま
す
。

一月
二
十
二
日（
月
）　
教
主
様
伊
勢
神
宮
内
宮

ご
参
拝

　
【
午
前
八
時
三
十
分
内
宮
宇
治
橋
集
合
】

・ 

毎
年
恒
例
の
教
主
様
伊
勢
神
宮
初
詣
で
す
。

お
道
づ
れ
の
方
々
も
、こ
の
日
に
併
せ
て
伊
勢

参
宮
を
計
画
さ
れ
ま
す
。

三月二十一日（
水
）午
前
十
時三
十
分　
春
季
祖
霊
祭

三月
三
十一日（
土
）午
後一時
三
十
分　
教
祖
大
祭

・ 

黒
住
教
三
大
祭
の
一
つ
で
す
。

五
月
四
日（
金
）　
第
二
十
九
回
ま
る
こ
と
キ
ッ

ズ・ 

フ
ェ
ス
タ（
五
日
ま
で
）

・ 

小
学
生
を
対
象
と
し
た
一
泊
二
日
の
イ
ベ
ン
ト

で
す
。
参
加
ご
希
望
の
方
は
本
部
ま
で
ご
連

絡
下
さ
い
。

五
月
五
日（
土
）午
前
十
時
三
十
分　
第
十
六
回

こ
ど
も
健
康
ま
つ
り

・ 

ご
家
族
で
ご
参
加
下
さ
い
。

五
月
八
日（
火
）午
前
十
時　
婦
人
会
総
会

五
月
十
九
日（
土
）　
第
九
回
ま
る
こ
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
日

・ 

各
地
の
社
会
福
祉
施
設
を
中
心
に
全
国
の
教

会
所
が
一
斉
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
ま
す
。

六
月
三
日（
日
）　
第
六
十
二
回
伊
勢
神
宮
式
年

遷
宮
第
二
次
お
木
曳
行
事　
参
拝
奉
仕

・ 

本
教
の
奉
仕
日
は
、二
年
間
に
わ
た
る
お
木
曳

行
事（
陸
曳
）の
最
終
日
と
な
る
平
成
十
九
年

六
月
三
日（
日
）で
す
。

六
月
三
十
日（
土
）午
後一時
三
十
分　
大
祓
大
祭

・ 

三
大
祭
の
一
つ
で
す
。
半
年
の
罪
け
が
れ
を
祓

う
神
事
で
す
。

＊
大
元・ 

宗
忠
神
社
の
主
な
行
事
＊

一月
一日（
月
）午
前
〇
時　
元
旦
祭

・ 

新
年
最
初
の
御
神
前
行
事
で
す
。

一月
十
四
日（
日
）午
前
十
時　
ど
ん
ど
祭

・ 

新
年
の
松
飾
り
、書
き
初
め
や
古
い
お
札
を
お

祓
い
し
て
お
は
や
し（
焼
納
）す
る
神
事
で
す
。

二
月
三
日（
土
）午
後
一時
三
十
分　
節
分
祭

・ 

教
祖
宗
忠
さ
ま
が
詠
ま
れ
た「
鬼
追
わ
ず
福
を

求
め
ず
我
は
た
だ　

追
わ
れ
し
鬼
を
福
に
導

く
」
と
の
み
教
え
の
ま
ま
に
、婦
人
会
の
皆
様

に
よ
る
手
作
り
の「
福
豆
餅
」
約
五
万
個
が
特

設
ス
テ
ー
ジ
よ
り「
鬼
は
内
、福
は
外
。
福
は

内
、鬼
は
内
…
」
の
か
け
声
で
参
拝
者
に
ま
か

れ
ま
す
。

三
月
三
十
一日（
土
）午
後
五
時　
春
季
大
祭

四
月
一日（
日
）　
復
活
第
五
十
六
回
宗
忠
神
社

「
御
神
幸
」午
前
八
時
宗
忠
神
社
出
発

・ 

今
日
、岡
山
の
春
を
彩
る「
岡
山
さ
く
ら
カ
ー
ニ

バ
ル
」の
中
心
を
な
す
神
事
と
し
て
斎
行
さ
れ

て
い
ま
す
。『
御
神
幸
』は
、教
祖
宗
忠
さ
ま
の

御
遺
徳
を
顕
彰
し
、霊
地
・
大
元
か
ら
天
下
の

名
園
後
楽
園
を
往
復
す
る
奉
仕
者
千
人
に
よ

る
祈
り
の
大
行
列
で
す
。

＊
神
楽
岡・ 

宗
忠
神
社
の
主
な
行
事
＊

四
月
二
十
二
日（
日
）午
後
一時　
春
季
例
大
祭

＊主要連絡先＊
大元・宗忠神社
〒700-0972　岡山市上中野1丁目3-10
TEL086-241-0148　FAX086-241-7860
神楽岡・宗忠神社
〒606-8314　京都市左京区吉田下大路町63
TEL075-771-2700　FAX075-771-2465
北海道地区
札幌教会所
〒060-0052　札幌市中央区南二条東4丁目2
TEL011-221-8928　FAX011-221-7797
関東地区
東京支庁・東京大教会所
〒154-0001　世田谷区池尻2-21-18
TEL03-3795-4142　FAX03-3795-4209
URL…http://www1.odn.ne.jp/kurozumi-tok

中部地区
名古屋教会所
〒460-0001　名古屋市中区三の丸1-10-33
TEL&FAX052-231-4285
関西地区
大阪大教会所
〒543-0062　大阪市天王寺区逢阪1-3-14
TEL 06-6771-8191　FAX 06-6771-8199
URL…http://www.kurozumikyo-osaka.com
天王中教会所
〒652-0008　神戸市兵庫区上祇園町7-12
TEL 078-361-4806　FAX 078-361-5760
九州地区
福岡教会所
〒811-1344　福岡市南区三宅2-10-14
TEL&FAX 092-511-9623

＊
神
道
山
つ
い
た
ち
御
日
拝
の
ご
案
内
＊

＊
お
日
の
出
の
郷〝
神
道
山
〞で
は
、毎
朝
、お
日
の

出
の
時
刻
二
〇
分
前
よ
り
、
日
拝
所
で「
御
日

拝
」を
執
り
行
っ
て
い
ま
す
。

※
御
日
拝
…
毎
朝
の
お
日
の
出
を
迎
え
る
神
事
で

す
。
ど
な
た
で
も
ご
参
拝
い
た
だ
け
ま
す
。
ぜ

ひ
一
度
お
参
り
下
さ
い
。

＊
毎
月
一
日
の「
つ
い
た
ち
御
日
拝
」に
は
、多
く
の

方
が
お
参
り
に
な
り
ま
す
。

「
つ
い
た
ち
御
日
拝
」の
開
始
時
刻
は
左
記
の
通
り
で
す
。

　
一月
一日
…
午
前
六
時
五
十
五
分

　
二
月
一日
…　
　
六
時
四
十
五
分

　
三
月
一日
…　
　
六
時
十
五
分

　
四
月
一日
…　
　
五
時
三
十
五
分

　
五
月
一日
…　
　
四
時
五
十
五
分

　
六
月
一日
…　
　
四
時
三
十
五
分

　
七
月
一日
…　
　
四
時
三
十
五
分
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伊
勢
神
宮

「
お
木き

曳ひ
き

行
事
」へ
の
参
拝
奉
仕

「
ふ
る
さ
と･

イ
キ
イ
キ･

だ
よ
り
」

　
発
刊
に
際
し
て

黒
住
教
教
務
総
長　
田
中
愼
壹
朗

去
る
五
月
二
十
八
日
、教
主
様
を
は

じ
め
、全
国
各
地
の
教
会
所
か
ら
、上
は

九
十
六
歳
、下
は
三
歳
に
い
た
る
老
若

男
女
一
、五
〇
一
名
の
お
道
づ
れ
が
、「
お

木
曳
行
事
」に
参
拝
奉
仕
し
、ま
さ
に
深

い
感
動
と
感
謝
の
心
一
つ
に
な
り
ま
し

た
。こ

の「
お
木
曳
行
事
」は
、木
曽
の
山
中

か
ら
伐
り
出
さ
れ
て
伊
勢
に
運
ば
れ
た

檜
の
御
用
材
を
、神
領
民
が
木
遣
り
音

頭
も
勇
ま
し
く
両
正し

よ
う

宮ぐ
う（

内な
い

宮く
う

と
外げ

宮く
う
）に
奉ほ
う
曳え
い
す
る
、伊
勢
神
宮「
式
年
遷

宮
」の
重
要
な
行
事
の
一
つ
で
す
。

と
こ
ろ
で
、伊
勢
神
宮「
式
年
遷
宮
」

は
、両
正
宮
を
は
じ
め
、十
四
の
別
宮
と

百
九
の
摂
社・末
社・所
轄
社
の
す
べ
て

を
建
て
替
え
、御
装
束
や
御
神

宝
も
新
調
し
て
神
威
も
新
た
に

御
祭
神
に
お
遷
り
い
た
だ
く
、

日
本
最
大
に
し
て
最
高
の
お
祭

り
で
す
。
戦
国
時
代
に
一
時
中

断
し
た
も
の
の
、千
三
百
年
の

長
き
に
わ
た
っ
て
二
十
年
ご
と

に
執
り
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

伊
勢
神
宮
と
本
教
と
の
ご
縁

は
、教
祖
宗
忠
様
の
ご
生
涯
六

度
の
参
宮
に
始
ま
り
、二
代
様

の
時
代
の「
千
人
参
り
」と
明
治

か
ら
昭
和
に
か
け
て
の「
萬
人

参
り
」と
い
う
無
形
の
ご
神
縁

と
と
も
に
、有
り
難
い
有
形
の

ご
神
縁
と
し
て
、昭
和
四
十
八

年(

一
九
七
三)

の
神
道
山
大
教

殿
の
建
築
に
際
し
て
、第
六
十

回
式
年
遷
宮
で
古
殿
と
な
っ
た
内
宮
の

御
神
木
を
賜
わ
っ
て
御
神
殿
を
設
え
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
で
す
。

こ
の
ご
神
恩
に
報
い
る
た
め
に
も
、

日
々
の
感
謝
の
心
を
養
い
、〝
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
運
動
〞を
通
し
て「
式
年

遷
宮
」に
奉
賛
申
し
上
げ
よ
う
と
、二
十

年
前
と
同
様
に
平
成
二
十
五
年
の「
第

六
十
二
回
式
年
遷
宮
」に
際
し
て
も〝
奉

賛
の
誠
〞を
捧
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
教
主
様
、副
教
主
様
は
、今
年
か
ら

全
国
各
地
の
教
会
所
に
参
っ
て〝
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
推
進・祈
り
の
集

い
〞を
開
催
し
、あ
ら
た
め
て「
伊
勢
神

宮
と
皇
室
」・「
伊
勢
神
宮
と
黒
住
教
」・

「
皇
室
と
黒
住
教
」に
つ
い
て
お
説
き
明

か
し
下
さ
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、「
お
木
曳
行
事
」前
日
の
五
月

二
十
七
日
に
は
、教
主
様
、副
教
主
様
、田

中
教
務
総
長
が
、北
白
川
神
宮
大
宮
司
様

を
表
敬
訪
問
さ
れ
、歓
談
の
ひ
と
時
を
持

た
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、あ
い
に
く
の
横

殴
り
の
風
雨
の
中
を
全
国
津
々
浦
々
か

ら
集
結
し
た
お
道
づ
れ
と
合
流
、二
見
興

玉
神
社
で〝
無む

垢く

塩し
お
祓ば
ら
い
〞を
受
け
ら
れ

ま
し
た
。

翌
二
十
八
日
当
日
、宮
町
の
奉
曳
出

発
地
に
お
道
づ
れ
が
集
合
す
る
午
前

九
時
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
、朝
方
ま
で

降
り
続
い
た
夜
来
の
雨
は
小
降
り
に
な

り
、お
木
曳
車
の
前
に
全
員
が
整
列
す

る
頃
に
は
完
全
に
晴
れ
渡
る
と
い
う
広

大
な
ご
神
慮
に
浴
し
、全
員
大
感
激
の

中
で
の
出
発
式
と
な
り
ま
し
た
。
奉
曳

本
部
長
を
務
め
る
伊
勢
市
長
の
歓
迎
の

挨
拶
に
続
い
て
、い
よ
い
よ
出
発
の
時

を
迎
え
ま
し
た
。

本
教
が
奉
曳
す
る
お
木
曳
車
に
は「
太

一
」の
立
て
札
が
揚
げ
ら
れ
、樹
齢
三
百

年
を
数
え
る
大
木
が
横
た
え
ら
れ
て
い

ま
し
た
。「
太
一
」は
、宇
宙
の
す
べ
て
の

も
の
が
生
み
出
さ
れ
る
大
元
、す
な
わ
ち

太
陽
に
象
徴
さ
れ
る〝
生
々
化
育
の
お
働

き
〞で
あ
る
天
照
大
御
神
の
こ
と
を
意
味

し
ま
す
。

こ
の
お
木
曳
車
に
二
百
五
十
㍍
の
白

い
大
綱

（
直
径
五

㌢
余
）が

取
り
付
け

ら
れ
、そ

れ
を
お
道

づ
れ
が
一

人
ひ
と
り

握
り
締
め

て
、外
宮

北
御
門

ま
で
約
一

キ
ロ
の
道

の
り
を
一
時

間
余
り
か
け

て
曳
く
の
で

す
。道

中
、木

遣
り
子
の

〝
木
遣
り
歌
〞

も
披
露
さ

れ
、陽
気
は

一
層
満
ち
渡

り
、お
道
づ

れ
は
教
主
様

を
中
心
に
、

感
謝
と
感
動

の
う
ち
に
心

一
つ
に
な
り
ま
し
た
。

や
が
て
お
木
曳
車
は
外
宮
北
門
に
到

着
、教
主
様
が「
来
年
の『
お
木
曳
行
事
』

に
も
参
拝
奉
仕
し
よ
う
！
」と
呼
び
か
け

ら
れ
る
と
、威
勢
よ
く
一
斉
に
歓
声
が
上

が
り
ま
し
た
。
万
歳
三
唱
後
、教
主
様
を

先
頭
に
奉
仕
者
全
員
が
揃
い
の
ハ
ッ
ピ

姿
で
外
宮
に
御
垣
内
参
拝
、伊
勢
市
民
の

心
温
ま
る
も
て
な
し
を
受
け
、感
激
の
う

ち
に
第
一
次「
お
木
曳
行
事
」参
拝
奉
仕

は
終
了
し
ま
し
た
。

な
お
、来
年
は「
第
六
十
二
回
神
宮
式

年
遷
宮
お
木
曳
行
事
」の
締
め
く
く
り
に

な
る
六
月
三
日
の
最
終
車
を
曳
か
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。二
十

年
に
一
度
し
か
な
い
貴
重
な
神
機
で
す
。

一
人
で
も
多
く
の
お
道
づ
れ
の
皆
様
と

の
参
拝
奉
仕
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

本
紙「
ふ
る
さ
と・イ
キ
イ
キ・だ
よ

り
」は
、黒
住
教
が
取
り
進
め
る「
ふ
る
さ

と
生
き
生
き
便
り
運
動
」の
ニ
ュ
ー
ス
レ

タ
ー
で
す
。

平
成
二
十
六
年（
二
〇
一
四
）に
黒
住

教
は
、立
教
二
百
年
を
迎
え
ま
す
。
弘

化
三
年（
一
八
六
四
）に
教
団
組
織
が
整

え
ら
れ
て
各
地
各
所
に
教
会
所
が
設
立

さ
れ
、多
く
の
信
奉
者（
お
道
づ
れ
）が

集
い
、お
道（
御
教
え
）の
心
を
養
い
、祈

り
と
奉
仕
の
誠
が
捧
げ
ら
れ
て
き
ま
し

た
。と

こ
ろ
が
、時
代
の
変
遷
に
伴
っ
て
私

た
ち
の
生
活
環
境
が
目
ま
ぐ
る
し
く
変

化
し
、か
つ
て
の
伝
統
的
な
家
族
ぐ
る

み・地
域
ぐ
る
み
の
信
仰
生
活
の
在
り

方
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
勉
学
や

就
職
な
ど
で
家
族
が
都
会
へ
と
移
っ
て

い
き
ま
す
。
人
口
流
出
で
す
。
ま
た
、地

方
の
大
家
族
の
生
活
ス
タ
イ
ル
も
核
家

族
化
の
進
行
で
独
居
老
人
が
増
え
る
有

り
様
で
す
。

け
れ
ど
も
、こ
う
し
た
個
人
主
義
化
し

た
生
活
を
送
る
人
た
ち
も
、正
月
や
お
盆

に
は「
故
郷
」に
帰
っ
て
先
祖
の
墓
に
参

り
、離
れ
て
暮
ら
す
祖
父
母
や
両
親
と
過

ご
す
ひ
と
と
き
を
大
切
に
し
ま
す
。

こ
こ
に「
ふ
る
さ
と
生
き
生
き
便
り
運

動
」を
行
う
意
義
が
あ
り
ま
す
。

「
ふ
る
さ
と
」を
離
れ
て
黒
住
教
と
の

ご
縁
が
薄
ら
い
で
い
る
方
に
、代
々
お

守
り
い
た
だ
い
て
き
た
教
祖
宗
忠
神・

ご
先
祖
の
御
霊（
み
た
ま
）様
と
の
絆

を
し
っ
か
り
結
び
直
し
て
、「
開
運
の
宗

教
」で
あ
る
黒
住
教
信
仰
を
通
し
て「
よ

り
よ
く
、よ
り
幸
せ
に
」生
き
て
も
ら
い

た
い
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
本
紙
や
教
団
機
関
誌「
日
新
」、ま

た
教
会
所
便
り
な
ど
を
お
送
り
し
て
、

物
理
的
に
は
離
れ
て
い
て
も
精
神
的
に

は「
ふ
る
さ
と
」と
つ
な
が
っ
て
い
る
こ

と
を
実
感
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
念
願

し
ま
す
。

　
末
筆
な
が
ら
、ご
尊
家
の
ご
多
幸

を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。拍

手

神
道
山
か
ら
の
風
便
り 

１

「
あ
り
が
と
う
」の
反
対
は･･･

？

副
教
主　
黒
住
宗
道

昔
も
今
も
、人
々
の
生
活
に
欠
か
せ

な
い
言
葉「
あ
り
が
と
う
」。
世
界
の

ど
の
宗
教
の
教
え
も
、大
い
な
る
御
働

き
へ
の
感
謝
が
基
本
と
い
っ
て
過
言
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、と
り
わ
け
私
た
ち

は
、本
教
な
ら
で
は
の
言
い
回
し
で
あ

る「
あ
り
が
と
う
な
る
」を
最
高
の
心
境

と
し
て
日
々
の
信
心
に
励
ん
で
き
ま
し

た
。「
式
年
遷
宮
奉
賛
」の
原
動
力
で

あ
る「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
運
動
」

（
毎
日
行
う
感
謝
の
お
供
え
）も
、「
あ
り

が
た
い
」か
ら
恩
返
し
と
し
て
つ
と
め
る

と
同
時
に
、一
層「
あ
り
が
と
う
な
る
」た

め
の
修
行
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

く
信
仰
運
動
で
す
。

そ
の
気
に
な
っ
て
探
せ
ば
身
近
な
所

に
い
く
ら
で
も
あ
る〝
感
謝
の
種
〞で
す

が
、「
分
か
っ
て
は
い
る
が
、で
き
な
い・

し
な
い
」が
人
の
常
。
だ
か
ら
こ
そ
、「
あ

り
が
と
う
な
る
」は
私
た
ち
の〝
修
行
〞

で
す
。
各
地
で「
あ
り
が
と
う
な
る
」こ

と
の
大
切
を
説
き
な
が
ら
、私
自
身
が

感
じ
た
素
朴
な
疑
問
が「『
あ
り
が
と

う
』の
反
対
は
…
？
」で
し
た
。

「『
愛
』の
反
対
は『
無
関
心
』」と
説
い

た
マ
ザ
ー・テ
レ
サ
の
言
葉
の
よ
う
に
、

誰
も
が
納
得
で
き
る
反
対
語
を
意
識
す

る
こ
と
で
、歩
む
べ
き
道
は
見
え
て
く

る
も
の
で
す
。
そ
れ
で
は
、「『
あ
り
が
と

う
』の
反
対
語
」は
何
か
…
。

「
有
り
難
い
」、す
な
わ
ち「
有
る
こ
と

が
難
し
い
」は
、そ
も
そ
も「
滅
多
に
な

い
」と
感
じ
た
と
き
の
気
持
ち
を
表
す

言
葉
で
す
。
と
い
う
こ
と
は
、「
滅
多
に

な
い
と
感
じ
な
い
」、す
な
わ
ち「
当
た

り
前
」だ
と
思
っ
て
し
ま
う
と
口
を
つ
い

て
出
て
こ
な
い
言
葉
で
す
。
こ
の
、意
識

も
し
な
い
で
受
け
流
し
て
し
ま
う「
あ

た
り
ま
え
」こ
そ
、「
あ
り
が
と
う
」の
反

対
語
な
の
で
す
。
物
質
的
に
恵
ま
れ
た

時
代
に
生
き
る
私
た
ち
が
、い
つ
の
間

に
か
自
分
で
麻
痺
さ
せ
て
し
ま
っ
て
い

る
新
鮮
な
驚
き
や
喜
び
が
、実
は「
物
で

栄
え
て
心
で
滅
び
る
」と
指
摘
さ
れ
た

〝
現
代
病
〞の
原
因
だ
と
改
め
て
気
づ
か

さ
れ
た
こ
と
で
す
。

「
あ
り
が
とう
」の反
対
は「
あ
た
り
ま
え
」

こ
の
こ
と
が
分
か
る
と
、「
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
推
進
」の
道
も
可
能
性

が
広
が
っ
て
き
ま
す
。
正
攻
法
で〝
感

謝
の
種
〞を
見
つ
け
て
育
て
て
い
く
一
方

で
、〝
当
然
菌
〞の
蔓
延
を
抑
え
る
こ
と

に
よ
る
効
果
に
期
待
が
も
て
る
か
ら
で

す
。
技
術
革
新
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ

た
便
利
さ
の
一
つ
一
つ
に
感
謝
す
る
こ

と
は
難
し
く
て
も
、「
こ
れ
を
当
た
り
前

だ
と
思
っ
て
は
な
ら
な
い
」と
反
省
す

る
こ
と
は
、そ
の
気
に
な
れ
ば
で
き
る
は

ず
で
す
。

さ
ら
に
、「
謝
意
」と
い
う
言
葉
が「
お

礼
」と「
お
詫
び
」を
意
味
す
る
こ
と
や
、

「
申
し
訳
な
い
」が
単
な
る「
ご
め
ん
な
さ

い
」で
は
な
く「
恐
縮
で
す
」と
い
う
ニ
ュ

ア
ン
ス
で
感
謝
の
気
持
ち
が
込
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
伺
え
る
よ
う
に
、「
感

謝
」と「
反
省
」は
、い
わ
ば
表
裏
一
体
で

す
。「
あ
た
り
ま
え
」と
し
て
片
付
け
て

し
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
意
識
し
て
改
め

る
と
い
う
こ
と
は
、〝
裏
の
裏
は
表
〞的
な

意
味
で「
あ
り
が
と
う
な
る
」た
め
の
近

道
な
の
で
す
。

ま
た
そ
れ
は
、戦
後
生
ま
れ
の
世
代

の
人
の
多
く
が
、ま
さ
に「
当
た
り
前
」

と
し
て
見
過
ご
し
て
き
た
、わ
が
国
の

伝
統
精
神
へ
の
思
い
に
も
通
じ
ま
す
。

先
祖・先
輩
方
が
尊
び
重
ん
じ
て
き
た

日
本
の
国
柄
の「
有
り
難
さ
」を
再
認
識

す
る
こ
と
も
、現
在
、全
国
の
教
会
所
で

開
催
し
て
い
る「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
推
進・祈
り
の
集
い
」の
大
き
な
使

命
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
…
」と
多

く
の
日
本
人
が
漠
然
と
し
た
危
機
感
を

抱
い
て
い
る
よ
う
で
す
が
、少
し
ず
つ
で

も「
あ
た
り
ま
え
」の
克
服
に
心
が
け
る

お
互
い
で
あ
り
た
い
も
の
で
す
。
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伊
勢
神
宮

「
お
木き

曳ひ
き

行
事
」へ
の
参
拝
奉
仕

「
ふ
る
さ
と･

イ
キ
イ
キ･

だ
よ
り
」

　
発
刊
に
際
し
て

黒
住
教
教
務
総
長　
田
中
愼
壹
朗

去
る
五
月
二
十
八
日
、教
主
様
を
は

じ
め
、全
国
各
地
の
教
会
所
か
ら
、上
は

九
十
六
歳
、下
は
三
歳
に
い
た
る
老
若

男
女
一
、五
〇
一
名
の
お
道
づ
れ
が
、「
お

木
曳
行
事
」に
参
拝
奉
仕
し
、ま
さ
に
深

い
感
動
と
感
謝
の
心
一
つ
に
な
り
ま
し

た
。こ

の「
お
木
曳
行
事
」は
、木
曽
の
山
中

か
ら
伐
り
出
さ
れ
て
伊
勢
に
運
ば
れ
た

檜
の
御
用
材
を
、神
領
民
が
木
遣
り
音

頭
も
勇
ま
し
く
両
正し

よ
う

宮ぐ
う（

内な
い

宮く
う

と
外げ

宮く
う
）に
奉ほ
う
曳え
い
す
る
、伊
勢
神
宮「
式
年
遷

宮
」の
重
要
な
行
事
の
一
つ
で
す
。

と
こ
ろ
で
、伊
勢
神
宮「
式
年
遷
宮
」

は
、両
正
宮
を
は
じ
め
、十
四
の
別
宮
と

百
九
の
摂
社・末
社・所
轄
社
の
す
べ
て

を
建
て
替
え
、御
装
束
や
御
神

宝
も
新
調
し
て
神
威
も
新
た
に

御
祭
神
に
お
遷
り
い
た
だ
く
、

日
本
最
大
に
し
て
最
高
の
お
祭

り
で
す
。
戦
国
時
代
に
一
時
中

断
し
た
も
の
の
、千
三
百
年
の

長
き
に
わ
た
っ
て
二
十
年
ご
と

に
執
り
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

伊
勢
神
宮
と
本
教
と
の
ご
縁

は
、教
祖
宗
忠
様
の
ご
生
涯
六

度
の
参
宮
に
始
ま
り
、二
代
様

の
時
代
の「
千
人
参
り
」と
明
治

か
ら
昭
和
に
か
け
て
の「
萬
人

参
り
」と
い
う
無
形
の
ご
神
縁

と
と
も
に
、有
り
難
い
有
形
の

ご
神
縁
と
し
て
、昭
和
四
十
八

年(

一
九
七
三)

の
神
道
山
大
教

殿
の
建
築
に
際
し
て
、第
六
十

回
式
年
遷
宮
で
古
殿
と
な
っ
た
内
宮
の

御
神
木
を
賜
わ
っ
て
御
神
殿
を
設
え
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
で
す
。

こ
の
ご
神
恩
に
報
い
る
た
め
に
も
、

日
々
の
感
謝
の
心
を
養
い
、〝
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
運
動
〞を
通
し
て「
式
年

遷
宮
」に
奉
賛
申
し
上
げ
よ
う
と
、二
十

年
前
と
同
様
に
平
成
二
十
五
年
の「
第

六
十
二
回
式
年
遷
宮
」に
際
し
て
も〝
奉

賛
の
誠
〞を
捧
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
教
主
様
、副
教
主
様
は
、今
年
か
ら

全
国
各
地
の
教
会
所
に
参
っ
て〝
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
推
進・祈
り
の
集

い
〞を
開
催
し
、あ
ら
た
め
て「
伊
勢
神

宮
と
皇
室
」・「
伊
勢
神
宮
と
黒
住
教
」・

「
皇
室
と
黒
住
教
」に
つ
い
て
お
説
き
明

か
し
下
さ
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、「
お
木
曳
行
事
」前
日
の
五
月

二
十
七
日
に
は
、教
主
様
、副
教
主
様
、田

中
教
務
総
長
が
、北
白
川
神
宮
大
宮
司
様

を
表
敬
訪
問
さ
れ
、歓
談
の
ひ
と
時
を
持

た
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、あ
い
に
く
の
横

殴
り
の
風
雨
の
中
を
全
国
津
々
浦
々
か

ら
集
結
し
た
お
道
づ
れ
と
合
流
、二
見
興

玉
神
社
で〝
無む

垢く

塩し
お
祓ば
ら
い
〞を
受
け
ら
れ

ま
し
た
。

翌
二
十
八
日
当
日
、宮
町
の
奉
曳
出

発
地
に
お
道
づ
れ
が
集
合
す
る
午
前

九
時
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
、朝
方
ま
で

降
り
続
い
た
夜
来
の
雨
は
小
降
り
に
な

り
、お
木
曳
車
の
前
に
全
員
が
整
列
す

る
頃
に
は
完
全
に
晴
れ
渡
る
と
い
う
広

大
な
ご
神
慮
に
浴
し
、全
員
大
感
激
の

中
で
の
出
発
式
と
な
り
ま
し
た
。
奉
曳

本
部
長
を
務
め
る
伊
勢
市
長
の
歓
迎
の

挨
拶
に
続
い
て
、い
よ
い
よ
出
発
の
時

を
迎
え
ま
し
た
。

本
教
が
奉
曳
す
る
お
木
曳
車
に
は「
太

一
」の
立
て
札
が
揚
げ
ら
れ
、樹
齢
三
百

年
を
数
え
る
大
木
が
横
た
え
ら
れ
て
い

ま
し
た
。「
太
一
」は
、宇
宙
の
す
べ
て
の

も
の
が
生
み
出
さ
れ
る
大
元
、す
な
わ
ち

太
陽
に
象
徴
さ
れ
る〝
生
々
化
育
の
お
働

き
〞で
あ
る
天
照
大
御
神
の
こ
と
を
意
味

し
ま
す
。

こ
の
お
木
曳
車
に
二
百
五
十
㍍
の
白

い
大
綱

（
直
径
五

㌢
余
）が

取
り
付
け

ら
れ
、そ

れ
を
お
道

づ
れ
が
一

人
ひ
と
り

握
り
締
め

て
、外
宮

北
御
門

ま
で
約
一

キ
ロ
の
道

の
り
を
一
時

間
余
り
か
け

て
曳
く
の
で

す
。道

中
、木

遣
り
子
の

〝
木
遣
り
歌
〞

も
披
露
さ

れ
、陽
気
は

一
層
満
ち
渡

り
、お
道
づ

れ
は
教
主
様

を
中
心
に
、

感
謝
と
感
動

の
う
ち
に
心

一
つ
に
な
り
ま
し
た
。

や
が
て
お
木
曳
車
は
外
宮
北
門
に
到

着
、教
主
様
が「
来
年
の『
お
木
曳
行
事
』

に
も
参
拝
奉
仕
し
よ
う
！
」と
呼
び
か
け

ら
れ
る
と
、威
勢
よ
く
一
斉
に
歓
声
が
上

が
り
ま
し
た
。
万
歳
三
唱
後
、教
主
様
を

先
頭
に
奉
仕
者
全
員
が
揃
い
の
ハ
ッ
ピ

姿
で
外
宮
に
御
垣
内
参
拝
、伊
勢
市
民
の

心
温
ま
る
も
て
な
し
を
受
け
、感
激
の
う

ち
に
第
一
次「
お
木
曳
行
事
」参
拝
奉
仕

は
終
了
し
ま
し
た
。

な
お
、来
年
は「
第
六
十
二
回
神
宮
式

年
遷
宮
お
木
曳
行
事
」の
締
め
く
く
り
に

な
る
六
月
三
日
の
最
終
車
を
曳
か
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。二
十

年
に
一
度
し
か
な
い
貴
重
な
神
機
で
す
。

一
人
で
も
多
く
の
お
道
づ
れ
の
皆
様
と

の
参
拝
奉
仕
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

本
紙「
ふ
る
さ
と・イ
キ
イ
キ・だ
よ

り
」は
、黒
住
教
が
取
り
進
め
る「
ふ
る
さ

と
生
き
生
き
便
り
運
動
」の
ニ
ュ
ー
ス
レ

タ
ー
で
す
。

平
成
二
十
六
年（
二
〇
一
四
）に
黒
住

教
は
、立
教
二
百
年
を
迎
え
ま
す
。
弘

化
三
年（
一
八
六
四
）に
教
団
組
織
が
整

え
ら
れ
て
各
地
各
所
に
教
会
所
が
設
立

さ
れ
、多
く
の
信
奉
者（
お
道
づ
れ
）が

集
い
、お
道（
御
教
え
）の
心
を
養
い
、祈

り
と
奉
仕
の
誠
が
捧
げ
ら
れ
て
き
ま
し

た
。と

こ
ろ
が
、時
代
の
変
遷
に
伴
っ
て
私

た
ち
の
生
活
環
境
が
目
ま
ぐ
る
し
く
変

化
し
、か
つ
て
の
伝
統
的
な
家
族
ぐ
る

み・地
域
ぐ
る
み
の
信
仰
生
活
の
在
り

方
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
勉
学
や

就
職
な
ど
で
家
族
が
都
会
へ
と
移
っ
て

い
き
ま
す
。
人
口
流
出
で
す
。
ま
た
、地

方
の
大
家
族
の
生
活
ス
タ
イ
ル
も
核
家

族
化
の
進
行
で
独
居
老
人
が
増
え
る
有

り
様
で
す
。

け
れ
ど
も
、こ
う
し
た
個
人
主
義
化
し

た
生
活
を
送
る
人
た
ち
も
、正
月
や
お
盆

に
は「
故
郷
」に
帰
っ
て
先
祖
の
墓
に
参

り
、離
れ
て
暮
ら
す
祖
父
母
や
両
親
と
過

ご
す
ひ
と
と
き
を
大
切
に
し
ま
す
。

こ
こ
に「
ふ
る
さ
と
生
き
生
き
便
り
運

動
」を
行
う
意
義
が
あ
り
ま
す
。

「
ふ
る
さ
と
」を
離
れ
て
黒
住
教
と
の

ご
縁
が
薄
ら
い
で
い
る
方
に
、代
々
お

守
り
い
た
だ
い
て
き
た
教
祖
宗
忠
神・

ご
先
祖
の
御
霊（
み
た
ま
）様
と
の
絆

を
し
っ
か
り
結
び
直
し
て
、「
開
運
の
宗

教
」で
あ
る
黒
住
教
信
仰
を
通
し
て「
よ

り
よ
く
、よ
り
幸
せ
に
」生
き
て
も
ら
い

た
い
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
本
紙
や
教
団
機
関
誌「
日
新
」、ま

た
教
会
所
便
り
な
ど
を
お
送
り
し
て
、

物
理
的
に
は
離
れ
て
い
て
も
精
神
的
に

は「
ふ
る
さ
と
」と
つ
な
が
っ
て
い
る
こ

と
を
実
感
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
念
願

し
ま
す
。

　
末
筆
な
が
ら
、ご
尊
家
の
ご
多
幸

を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。拍

手

神
道
山
か
ら
の
風
便
り 

１

「
あ
り
が
と
う
」の
反
対
は･･･

？

副
教
主　
黒
住
宗
道

昔
も
今
も
、人
々
の
生
活
に
欠
か
せ

な
い
言
葉「
あ
り
が
と
う
」。
世
界
の

ど
の
宗
教
の
教
え
も
、大
い
な
る
御
働

き
へ
の
感
謝
が
基
本
と
い
っ
て
過
言
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、と
り
わ
け
私
た
ち

は
、本
教
な
ら
で
は
の
言
い
回
し
で
あ

る「
あ
り
が
と
う
な
る
」を
最
高
の
心
境

と
し
て
日
々
の
信
心
に
励
ん
で
き
ま
し

た
。「
式
年
遷
宮
奉
賛
」の
原
動
力
で

あ
る「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
運
動
」

（
毎
日
行
う
感
謝
の
お
供
え
）も
、「
あ
り

が
た
い
」か
ら
恩
返
し
と
し
て
つ
と
め
る

と
同
時
に
、一
層「
あ
り
が
と
う
な
る
」た

め
の
修
行
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

く
信
仰
運
動
で
す
。

そ
の
気
に
な
っ
て
探
せ
ば
身
近
な
所

に
い
く
ら
で
も
あ
る〝
感
謝
の
種
〞で
す

が
、「
分
か
っ
て
は
い
る
が
、で
き
な
い・

し
な
い
」が
人
の
常
。
だ
か
ら
こ
そ
、「
あ

り
が
と
う
な
る
」は
私
た
ち
の〝
修
行
〞

で
す
。
各
地
で「
あ
り
が
と
う
な
る
」こ

と
の
大
切
を
説
き
な
が
ら
、私
自
身
が

感
じ
た
素
朴
な
疑
問
が「『
あ
り
が
と

う
』の
反
対
は
…
？
」で
し
た
。

「『
愛
』の
反
対
は『
無
関
心
』」と
説
い

た
マ
ザ
ー・テ
レ
サ
の
言
葉
の
よ
う
に
、

誰
も
が
納
得
で
き
る
反
対
語
を
意
識
す

る
こ
と
で
、歩
む
べ
き
道
は
見
え
て
く

る
も
の
で
す
。
そ
れ
で
は
、「『
あ
り
が
と

う
』の
反
対
語
」は
何
か
…
。

「
有
り
難
い
」、す
な
わ
ち「
有
る
こ
と

が
難
し
い
」は
、そ
も
そ
も「
滅
多
に
な

い
」と
感
じ
た
と
き
の
気
持
ち
を
表
す

言
葉
で
す
。
と
い
う
こ
と
は
、「
滅
多
に

な
い
と
感
じ
な
い
」、す
な
わ
ち「
当
た

り
前
」だ
と
思
っ
て
し
ま
う
と
口
を
つ
い

て
出
て
こ
な
い
言
葉
で
す
。
こ
の
、意
識

も
し
な
い
で
受
け
流
し
て
し
ま
う「
あ

た
り
ま
え
」こ
そ
、「
あ
り
が
と
う
」の
反

対
語
な
の
で
す
。
物
質
的
に
恵
ま
れ
た

時
代
に
生
き
る
私
た
ち
が
、い
つ
の
間

に
か
自
分
で
麻
痺
さ
せ
て
し
ま
っ
て
い

る
新
鮮
な
驚
き
や
喜
び
が
、実
は「
物
で

栄
え
て
心
で
滅
び
る
」と
指
摘
さ
れ
た

〝
現
代
病
〞の
原
因
だ
と
改
め
て
気
づ
か

さ
れ
た
こ
と
で
す
。

「
あ
り
が
とう
」の反
対
は「
あ
た
り
ま
え
」

こ
の
こ
と
が
分
か
る
と
、「
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
推
進
」の
道
も
可
能
性

が
広
が
っ
て
き
ま
す
。
正
攻
法
で〝
感

謝
の
種
〞を
見
つ
け
て
育
て
て
い
く
一
方

で
、〝
当
然
菌
〞の
蔓
延
を
抑
え
る
こ
と

に
よ
る
効
果
に
期
待
が
も
て
る
か
ら
で

す
。
技
術
革
新
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ

た
便
利
さ
の
一
つ
一
つ
に
感
謝
す
る
こ

と
は
難
し
く
て
も
、「
こ
れ
を
当
た
り
前

だ
と
思
っ
て
は
な
ら
な
い
」と
反
省
す

る
こ
と
は
、そ
の
気
に
な
れ
ば
で
き
る
は

ず
で
す
。

さ
ら
に
、「
謝
意
」と
い
う
言
葉
が「
お

礼
」と「
お
詫
び
」を
意
味
す
る
こ
と
や
、

「
申
し
訳
な
い
」が
単
な
る「
ご
め
ん
な
さ

い
」で
は
な
く「
恐
縮
で
す
」と
い
う
ニ
ュ

ア
ン
ス
で
感
謝
の
気
持
ち
が
込
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
伺
え
る
よ
う
に
、「
感

謝
」と「
反
省
」は
、い
わ
ば
表
裏
一
体
で

す
。「
あ
た
り
ま
え
」と
し
て
片
付
け
て

し
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
意
識
し
て
改
め

る
と
い
う
こ
と
は
、〝
裏
の
裏
は
表
〞的
な

意
味
で「
あ
り
が
と
う
な
る
」た
め
の
近

道
な
の
で
す
。

ま
た
そ
れ
は
、戦
後
生
ま
れ
の
世
代

の
人
の
多
く
が
、ま
さ
に「
当
た
り
前
」

と
し
て
見
過
ご
し
て
き
た
、わ
が
国
の

伝
統
精
神
へ
の
思
い
に
も
通
じ
ま
す
。

先
祖・先
輩
方
が
尊
び
重
ん
じ
て
き
た

日
本
の
国
柄
の「
有
り
難
さ
」を
再
認
識

す
る
こ
と
も
、現
在
、全
国
の
教
会
所
で

開
催
し
て
い
る「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
推
進・祈
り
の
集
い
」の
大
き
な
使

命
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
…
」と
多

く
の
日
本
人
が
漠
然
と
し
た
危
機
感
を

抱
い
て
い
る
よ
う
で
す
が
、少
し
ず
つ
で

も「
あ
た
り
ま
え
」の
克
服
に
心
が
け
る

お
互
い
で
あ
り
た
い
も
の
で
す
。
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Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
第
八
回
世
界
大
会

副
教
主
様
が
主
要
な
お
役
を
お
つ
と
め

八
月
二
十
六
日
〜
二
十
九
日

神し
ん
　
と
う
　
ざ
ん

道
山
か
ら
の
お
知
ら
せ（
平
成
十
九
年
前
半
期
）

●まることダイヤル●
教主様・副教主様の講話・教団の活動情報が聞けます。

086-284-1111

黒住教ホームページ
教祖神・教えと実践・教団の歴史・活動・書籍など

kurozumikyo.
黒住教機関誌「日新」
1冊150円／年間12冊1800円
お申込は教会所まで。

各
国
の
宗
教
指
導
者
が
平
和
へ
の
役

割
を
探
る
世
界
宗
教
者
平
和
会
議（
Ｗ

Ｃ
Ｒ
Ｐ
）第
八
回
世
界
大
会
が
、八
月

二
十
六
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で
京
都
市

の
国
立
京
都
国
際
会
館
で
開
催
さ
れ
、

開
会
式
に
は
小
泉
純
一
郎
首
相（
当
時
）

も
出
席
し
て〝
宗
教
協
力
〞へ
の
期
待
を

述
べ
ま
し
た
。

Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
員
会
理
事
を
お
つ

と
め
の
教
主
様
は
、日
本
の
宗
教
者
を

代
表
す
る
五
名
の「
正
式
出
席
者
」の
お

一
人
と
し
て
出
席
、ま
た
大
会
実
行
委

員
と
し
て
企
画
段
階
か
ら
協
力
し
て
こ

ら
れ
た
副
教
主
様
は
、「
会
議
部
長
」と

し
て
要
職
を
つ
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
は
平
和
を
希
求
す
る
宗
教

者
に
よ
る
国
際
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組

織
で
、数
年
ご
と
に
世
界
大
会
を
開
催

し
て
き
ま
し
た
。
９・１
１
テ
ロ
の
影
響

で
七
年
ぶ
り
と
な
っ
た
今
大
会
は
、昭

和
四
十
五
年（
一
九
七
〇
）

の
初
回
大
会
開
催
の
地・

京
都
で
行
わ
れ
、六
大
陸

か
ら
百
を
超
え
る
国・地

域
の
正
式
代
表
者（
五
百

人
）を
含
む
、約
二
千
人
の

宗
教
指
導
者
が
参
加
し
ま

し
た
。

大
会
は「
紛
争
解
決
」、

「
平
和
構
築
」、「
持
続
的
開

発
」の
三
つ
の
主
要
テ
ー

マ
別
に
行
わ
れ
た「
全
体

会
議
」と
各
専
門
会
議
で

討
議
が
重
ね
ら
れ
ま
し

た
。
中
で
も
、特
に
重
視

さ
れ
た
の
が「
研
究
部
会
」

で
、「
和
解
と
癒
し
」、「
平

和
教
育
」、「
子
ど
も
と
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ

ズ
」、「
貧
困
撲
滅
」、「
環
境
」等
の
各
課

題
に
対
す
る
宗
教
者
と
し
て
の
取
り
組

み
が
具
体
的
に
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

同
時
に
、〝
宗
教
的
中
立
国
〞と
の
信
頼

を
得
る
日
本
な
ら
で
は
の
会
議
と
し

て
、紛
争
当
該
地
域
の
宗
教
者
間
に
よ

る
緊
迫
し
た
非
公
式
の
和
平
調
停
協
議

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

副
教
主
様
は
、た
だ
一
人
の
日
本
人

ラ
ポ
ー
タ
ー（
分
科
会
の
要
旨
を
公
式

報
告
と
し
て
ま
と
め
て
発
表
す
る
役
）

と
し
て「
平
和
構
築
研
究
部
会
」を
ご
担

当
。「
武
器
拡
散
、軍
縮
、安
全
保
障
作

業
部
会
」で
の
議
長
発
言
と
討
議
の
内

容
を
要
約
し
て
壇
上
か
ら
発
表
さ
れ
、

全
体
会
議
に
提
出
す
る
正
式
報
告
の
作

成
に
携
わ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
発

表・報
告・質
疑
応
答
は
す
べ
て
英
語
で

行
わ
れ
、ま
さ
に
獅
子
奮
迅
の
ご
活
躍

で
し
た
。

教
主
様
も
合
流
さ
れ
た
閉
会
式
で

「
京
都
宣
言
」が
採
択
さ
れ
て
大
会
は
終

了
し
ま
し
た
が
、そ
の
実
践
こ
そ
が
今

後
の
課
題
で
す
。

な
お
、本
大
会
に
先
立
つ
事
前
会
議
と

し
て「
青
年
世
界
大
会
」(

於 

広
島
と
京

都
、二
十
一
日
〜
二
十
五
日)

が
開
催
さ

れ
、二
十
四
日
に
は
、広
島
か
ら
京
都
に

向
か
う
各
国
の
青
年
宗
教
者
リ
ー
ダ
ー

の
一
行
約
百
五
十
名
が
、黒
住
教
本
部

神
道
山
の
大
教
殿
に
参
拝
し
ま
し
た
。

御
神
前
奉
告
式
の
斎
主
を
つ
と
め
ら

れ
た
教
主
様

は
、先
の
大

戦
で
広
島
と

長
崎
に
原
子

爆
弾
が
投
下

さ
れ
、さ
ら

に
主
要
都
市

が
焼
き
つ
く

さ
れ
て
一
般

の
多
く
の
命

が
奪
わ
れ
た

に
も
か
か
わ

ら
ず
、日
本

人
は
決
し
て

報
復
的
態

度
を
と
る
こ

と
な
く
、〝
寛

容
の
心
〞を

も
っ
て
世
界
平
和
の
実
現
に
つ
と
め
て

き
た
歩
み
を
話
さ
れ
、「
石
を
投
げ
て
来

る
者
が
あ
れ
ば
、〝
真
綿
〞で
受
け
止
め

る
先
導
者
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」と

呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、青
年
宗
教
者
の
代
表
者
が

「
広
島
宣
言
文
」を
教
主
様
に
手
渡
し
、

教
主
様
か
ら
は「
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
Ⅷ
」と
御
自

ら
刻
書
さ
れ
た
備
前
焼
の
盃
が
全
員
に

贈
ら
れ
ま
し
た
。
吉
備
舞
奉
納
の
後
、

副
教
主
様
か
ら
本
教
の
紹
介
が
あ
り
、

続
い
て
大
教
殿
前
庭
に
て
記
念
撮
影
。

参
拝
を
終
え
た
青
年
宗
教
者
た
ち
は
、

教
団
へ
の
賞
賛
と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ

て
、神
道
山
を
後
に
し
ま
し
た
。

＊
黒
住
教
本
部
の
主
な
行
事
＊

一月
一日（
月
）午
前
〇
時　
歳
旦
祭

・ 

新
年
最
初
の
御
神
前
行
事
で
す
。

　
午
前
六
時
五
十
五
分　
日
拝
式（
初
日
の
出
）

一
月
八
日（
月
）午
前
十
時　
道
づ
れ
新
春
開
運

祈
願
祭

・ 

全
国
よ
り
お
道
づ
れ
が
初
詣
に
お
参
り
さ
れ
ま
す
。

一月
二
十
二
日（
月
）　
教
主
様
伊
勢
神
宮
内
宮

ご
参
拝

　
【
午
前
八
時
三
十
分
内
宮
宇
治
橋
集
合
】

・ 

毎
年
恒
例
の
教
主
様
伊
勢
神
宮
初
詣
で
す
。

お
道
づ
れ
の
方
々
も
、こ
の
日
に
併
せ
て
伊
勢

参
宮
を
計
画
さ
れ
ま
す
。

三月二十一日（
水
）午
前
十
時三
十
分　
春
季
祖
霊
祭

三月
三
十一日（
土
）午
後一時
三
十
分　
教
祖
大
祭

・ 

黒
住
教
三
大
祭
の
一
つ
で
す
。

五
月
四
日（
金
）　
第
二
十
九
回
ま
る
こ
と
キ
ッ

ズ・ 

フ
ェ
ス
タ（
五
日
ま
で
）

・ 

小
学
生
を
対
象
と
し
た
一
泊
二
日
の
イ
ベ
ン
ト

で
す
。
参
加
ご
希
望
の
方
は
本
部
ま
で
ご
連

絡
下
さ
い
。

五
月
五
日（
土
）午
前
十
時
三
十
分　
第
十
六
回

こ
ど
も
健
康
ま
つ
り

・ 

ご
家
族
で
ご
参
加
下
さ
い
。

五
月
八
日（
火
）午
前
十
時　
婦
人
会
総
会

五
月
十
九
日（
土
）　
第
九
回
ま
る
こ
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
日

・ 

各
地
の
社
会
福
祉
施
設
を
中
心
に
全
国
の
教

会
所
が
一
斉
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
ま
す
。

六
月
三
日（
日
）　
第
六
十
二
回
伊
勢
神
宮
式
年

遷
宮
第
二
次
お
木
曳
行
事　
参
拝
奉
仕

・ 

本
教
の
奉
仕
日
は
、二
年
間
に
わ
た
る
お
木
曳

行
事（
陸
曳
）の
最
終
日
と
な
る
平
成
十
九
年

六
月
三
日（
日
）で
す
。

六
月
三
十
日（
土
）午
後一時
三
十
分　
大
祓
大
祭

・ 

三
大
祭
の
一
つ
で
す
。
半
年
の
罪
け
が
れ
を
祓

う
神
事
で
す
。

＊
大
元・ 

宗
忠
神
社
の
主
な
行
事
＊

一月
一日（
月
）午
前
〇
時　
元
旦
祭

・ 

新
年
最
初
の
御
神
前
行
事
で
す
。

一月
十
四
日（
日
）午
前
十
時　
ど
ん
ど
祭

・ 
新
年
の
松
飾
り
、書
き
初
め
や
古
い
お
札
を
お

祓
い
し
て
お
は
や
し（
焼
納
）す
る
神
事
で
す
。

二
月
三
日（
土
）午
後
一時
三
十
分　
節
分
祭

・ 

教
祖
宗
忠
さ
ま
が
詠
ま
れ
た「
鬼
追
わ
ず
福
を

求
め
ず
我
は
た
だ　

追
わ
れ
し
鬼
を
福
に
導

く
」
と
の
み
教
え
の
ま
ま
に
、婦
人
会
の
皆
様

に
よ
る
手
作
り
の「
福
豆
餅
」
約
五
万
個
が
特

設
ス
テ
ー
ジ
よ
り「
鬼
は
内
、福
は
外
。
福
は

内
、鬼
は
内
…
」
の
か
け
声
で
参
拝
者
に
ま
か

れ
ま
す
。

三
月
三
十
一日（
土
）午
後
五
時　
春
季
大
祭

四
月
一日（
日
）　
復
活
第
五
十
六
回
宗
忠
神
社

「
御
神
幸
」午
前
八
時
宗
忠
神
社
出
発

・ 

今
日
、岡
山
の
春
を
彩
る「
岡
山
さ
く
ら
カ
ー
ニ

バ
ル
」の
中
心
を
な
す
神
事
と
し
て
斎
行
さ
れ

て
い
ま
す
。『
御
神
幸
』は
、教
祖
宗
忠
さ
ま
の

御
遺
徳
を
顕
彰
し
、霊
地
・
大
元
か
ら
天
下
の

名
園
後
楽
園
を
往
復
す
る
奉
仕
者
千
人
に
よ

る
祈
り
の
大
行
列
で
す
。

＊
神
楽
岡・ 

宗
忠
神
社
の
主
な
行
事
＊

四
月
二
十
二
日（
日
）午
後
一時　
春
季
例
大
祭

＊主要連絡先＊
大元・宗忠神社
〒700-0972　岡山市上中野1丁目3-10
TEL086-241-0148　FAX086-241-7860
神楽岡・宗忠神社
〒606-8314　京都市左京区吉田下大路町63
TEL075-771-2700　FAX075-771-2465
北海道地区
札幌教会所
〒060-0052　札幌市中央区南二条東4丁目2
TEL011-221-8928　FAX011-221-7797
関東地区
東京支庁・東京大教会所
〒154-0001　世田谷区池尻2-21-18
TEL03-3795-4142　FAX03-3795-4209
URL…http://www1.odn.ne.jp/kurozumi-tok

中部地区
名古屋教会所
〒460-0001　名古屋市中区三の丸1-10-33
TEL&FAX052-231-4285
関西地区
大阪大教会所
〒543-0062　大阪市天王寺区逢阪1-3-14
TEL 06-6771-8191　FAX 06-6771-8199
URL…http://www.kurozumikyo-osaka.com
天王中教会所
〒652-0008　神戸市兵庫区上祇園町7-12
TEL 078-361-4806　FAX 078-361-5760
九州地区
福岡教会所
〒811-1344　福岡市南区三宅2-10-14
TEL&FAX 092-511-9623

＊
神
道
山
つ
い
た
ち
御
日
拝
の
ご
案
内
＊

＊
お
日
の
出
の
郷〝
神
道
山
〞で
は
、毎
朝
、お
日
の

出
の
時
刻
二
〇
分
前
よ
り
、
日
拝
所
で「
御
日

拝
」を
執
り
行
っ
て
い
ま
す
。

※
御
日
拝
…
毎
朝
の
お
日
の
出
を
迎
え
る
神
事
で

す
。
ど
な
た
で
も
ご
参
拝
い
た
だ
け
ま
す
。
ぜ

ひ
一
度
お
参
り
下
さ
い
。

＊
毎
月
一
日
の「
つ
い
た
ち
御
日
拝
」に
は
、多
く
の

方
が
お
参
り
に
な
り
ま
す
。

「
つ
い
た
ち
御
日
拝
」の
開
始
時
刻
は
左
記
の
通
り
で
す
。

　
一月
一日
…
午
前
六
時
五
十
五
分

　
二
月
一日
…　
　
六
時
四
十
五
分

　
三
月
一日
…　
　
六
時
十
五
分

　
四
月
一日
…　
　
五
時
三
十
五
分

　
五
月
一日
…　
　
四
時
五
十
五
分

　
六
月
一日
…　
　
四
時
三
十
五
分

　
七
月
一日
…　
　
四
時
三
十
五
分


